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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月30日(2015.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体部（１）と、本体部（１）に設けたグリップ電極（５１・５２）と、本体部（１）
に設けた肌用電極（５３）と、これらの電極（５１～５３）に電流を供給する電流調整回
路を含む美容器具であって、
　肌用電極（５３）に、綿棒（５４）の軸部（５６）を受入れ、綿球部（５５）が外面に
露出する状態で綿棒（５４）を保持する綿棒保持部（６６）が設けられており、
　綿棒（５４）が綿棒保持部（６６）で着脱可能に固定保持してある美容器具。
【請求項２】
　肌用電極（５３）が、綿棒（５４）を支持する第１ホルダー（６４）と、綿棒（５４）
の軸部（５６）を受入れる保持穴（７５）を備えた第２ホルダー（６５）とで構成されて
おり、
　第１ホルダー（６４）が本体部（１）に対して着脱自在に装着してある請求項１に記載
の美容器具。
【請求項３】
　綿棒保持部（６６）が、第１ホルダー（６４）に設けられて、綿棒（５４）の軸部（５
６）を受止める装着穴（６８）を備えた挟持壁（７０）と、綿棒（５４）の軸部（５６）
を受入れる第２ホルダー（６５）の保持穴（７５）とで構成されており、
　保持穴（７５）の穴径（Ｄ１）が装着穴（６８）の穴径（Ｄ２）より大きく設定してあ
る請求項２に記載の美容器具。
【請求項４】
　第１ホルダー（６４）が導電体で構成されており、
　第１ホルダー（６４）の挟持壁（７０）の内面に、綿球部（５５）の基部周面を支持す
るすり鉢状の受座（６９）と装着穴（６８）とが隣接して形成されており、
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　電流調整回路から出力される電流を、第１ホルダー（６４）と前記受座（６９）を介し
て綿球部（５５）に供給する請求項３に記載の美容器具。
【請求項５】
　第１ホルダー（６４）が、弾性変形可能なゴムまたはプラスチックからなる導電体で形
成されており、
　綿棒（５４）を装着穴（６８）に差込み装着した状態において、その軸部（５６）が弾
性変形する挟持壁（７０）で保持固定してある請求項３または４に記載の美容器具。
【請求項６】
　第２ホルダー（６５）の基部外面が、本体部（１）の端部に設けた蓋壁（７６）で覆わ
れており、
　前記蓋壁（７６）の外に露出する第２ホルダー（６５）の露出部分を第１ホルダー（６
４）で覆って、蓋壁（７６）と第２ホルダー（６５）の隣接隙間が第１ホルダー（６４）
で塞いである請求項５に記載の美容器具。
【請求項７】
　第２ホルダー（６５）に形成した保持穴（７５）が、装着穴（６８）との隣接部分での
み開口する有底穴で形成してある請求項２から６のいずれかひとつに記載の美容器具。
【請求項８】
　第２ホルダー（６５）が導電体で形成されており、
　第２ホルダー（６５）に設けた接続端子（８３）が電流調整回路と電気的に導通されて
おり、
　電流調整回路から供給される正極電流および負極電流のいずれか一方が、接続端子（８
３）と第２ホルダー（６５）を介して第１ホルダー（６４）に供給され、他方が接続端子
（８２）を介してグリップ電極（５２）に供給される請求項２から７のいずれかひとつに
記載の美容器具。
【請求項９】
　長軸状の本体部（１）の一端に肌用電極（５３）が配置され、肌用電極（５３）の近傍
の本体部（１）の外面にグリップ電極（５２）が設けられており、
　グリップ電極（５２）が、本体部（１）の長手方向に延びる軸方向電極（５２ｂ）を含
み、
　本体部（１）の一端に軸方向電極（５２ｂ）が配置され、本体部（１）の他端側で、軸
方向電極（５２ｂ）と対向する側の周面にスイッチ操作具（１３）が配置してある請求項
１から８のいずれかひとつに記載の美容器具。
【請求項１０】
　本体部（１）が、一端に肌用電極（５３）が配置される第１ケース（６）と、電池（１
２）を収容する第２ケース（７）とで構成されており、
　第１ケース（６）が、内ケース（１５）と、内ケース（１５）を収容する透明な外ケー
ス（１６）とで二重筒状に形成されており、
　両ケース（１５・１６）の間に装飾体（１７）が配置してある請求項１から９のいずれ
かひとつに記載の美容器具。
【請求項１１】
　装飾体が、シート基材に装飾模様を印刷して形成した装飾シート（１７）からなる請求
項１０に記載の美容器具。
【請求項１２】
　第１ケース（６）と第２ケース（７）とが、互いに抜差し着脱できるように構成されて
おり、
　第１ケース（６）と第２ケース（７）の対向端壁のそれぞれに、第１ケース（６）側の
接続端子（８２・８３）と第２ケース（７）側の接続端子（８０・８１）とが対向する状
態で設けられており、
　第２ケース（７）を第１ケース（６）の内部に差込み装着した状態において、前記接続
端子（８０～８３）どうしが導通される請求項１０または１１に記載の美容器具。
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【請求項１３】
　第２ケース（７）の突端に加熱ヘッド（２）が配置されており、
　加熱ヘッド（２）の基端部を支持する第２ケース（７）の内部に、加熱ヘッド（２）を
加熱する熱源（１１）が配置してある請求項１２に記載の美容器具。
【請求項１４】
　スイッチ操作具（１３）の上縁および下縁に隣接して、イオンクレンジング装置用の第
１通電表示部と、加熱ヘッド（２）用の第２通電表示部とが設けられており、
　イオンクレンジング装置が作動する状態において第１通電表示部を発光表示でき、加熱
ヘッド（２）が作動する状態において第２通電表示部を発光表示する請求項１３に記載の
美容器具。
【請求項１５】
　第１通電表示部と第２通電表示部のそれぞれが、回路基板（１９）に設けた第１光源（
２３）および第２光源（２４）と、各光源（２３・２４）に対応して設けられる第１導光
体（２６）および第２導光体（２７）とで構成されており、
　第１導光体（２６）と第２導光体（２７）とが透明なプラスチック材で一体に成形して
ある請求項１４に記載の美容器具。
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